

～技術編～

―　序　―

分かんない用語なんかはwikiでチェック！

http://www36.atwiki.jp/taitoku/pages/1.html
先輩方の経験談なんかもいちいち注釈しないで載せてるんであしからず。

· 本書の８５％は知ったかぶりでできています。
残り１５％は紙。

原稿ってマジ大変だよね。
でも、頑張ったモンが形として残るっつーのは、
やっぱこう、いいもんなんじゃないかと。
成長も実感できるしね。

本書がそんな原稿作りの手助けになれば本望です。

頑張っていきましょう。

１．漫画を描く前に

◎道具のチェックをせよ！
· 鉛筆かシャーペン(個人的に絵を描くときは太めのシャーペンが楽なんじゃないかと。僕はα-gelを使用。グリップ固いとペンダコできるぞ。0.5でラフ画描いた後0.3でなぞるとペン入れしやすい。青いシャー芯とかあるとトーン指定の時便利らしいよ。青は印刷で写らないから)

· インク各種(詳しい説明はペン入れの項で)

· ペン軸(汚れがないか細心の注意を。指に移り、原稿に移るよ。悲しいよ。←あるある)

· ペン先

· ホワイト

· 原稿(自前で他の人と違う原稿とか使わない事)

· ティッシュ(トイレットペーパーが望ましい。ケチケチ使ってると指にインクがついてしまうぞ)

· 消しゴム(とりあえずMONOにしとけば間違いはない。東○ハイスクールに有難く頂戴しよう)

· 定規(エッジ付き。三角定規と雲形も必要に応じて。)

· ㍉ペン各種(１、３、８ミリがあればとりあえずなんとかなる)

· 筆ペン(顔料インクが好ましい。染料だと何かと不便。あと毛筆とフェルトの二種類はあると便利。締切前日の夜中にインクが切れるということもありえるので（←あった）注意)

· トーン(町並みトーンとかは使わないほうがいい。上手に描き込まれすぎててキャラが浮く。ずるいトーンは極力使用しないように。)

· カッター(デザインナイフは力の加減が難しいけど、うまくいくと一発で切り抜けたりして快感。ふつうのカッターは細かい所は切りにくいけど、直線を切る時超楽。)

· ネーム

· 原稿ケース(原稿と原稿の間にコピー用紙を挟んでおくが吉。)

◎ネームをチェックせよ！
とりあえずネームは早く完成させよう。いつまでも原稿に入れず締切前に泣きじゃくることになるぞ。原稿遅れると部員みんなが迷惑するぞ。というわけで早くやろう。
キャラは作者の脳内で生きてるわけだから、原稿描いててキャラによってストーリーが変わっていくこともある。それはいいけど、そいつ（＝キャラ）に流されすぎて想定外のストーリーにならないように（長くなってしまい収拾がつかなくなった等）。キャラはしっかり調教すること。

断ち切りの位置とかもここで確認しておく。キャラの名前やタイトルも早めに決めておこう。意外と思い浮かばないで気に食わない名前になったりしてキャラが愛せなくなる。

ネームが完成したら頭の中でアニメ化して再生してみるといいぜ。声優さんはお好きな人を。それで違和感あったらたぶんどっか無理あるぜ、そのネーム。

◎手を洗う

　師曰く、「原稿は恋人のように扱え」だそうです。頭の中で擬人化してあげてください。もっとちゃんと愛でなさい。磨きなさい。崇めなさい。

とにかく原稿は丁寧に扱おうという話。あと原稿の作業する時は左手の下に小さな紙を引いて作業すると、下書きの時に手に鉛筆の粉が付いたりしないので安心だ。

◎どこから描き始める？

『1ページ目から描き始める』は、悪いことは言わん、止めとけ。プロはともかく僕らアマチュアは最初を凝ると最後の魅せ場に時間かけられなくなるよ。練習できそうなとこから描き始めて、慣れてきたところで魅せ場を描こう。
だから一番調子のいい時にクライマックス描いておこうぜ。せっかくの見開きが一番作画気合はいってないなんて悲しすぎるよね。
ただそうするともうどうにもストーリー変えられなくなるのが辛い所。

２．下描き
基本的には下描き全ページやっちゃってからペン入れするのが正解。1ページづつペン入れから仕上げまでやってると、残ってる白紙の原稿のプレッシャーにやられてしまうよ。あと人に見てもらえば、自分で気付かなかったミスとかに気付けるかもしれないし。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ここにコマ割りのお手本を描く）
『横の枠線幅は太く、縦の枠線幅は細く』はウソだそうです。
あくまでコマの流れによって太さは変わる、と。

読者は枠線幅が狭いコマ同士を優先的に読んでいきます。たぶん。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（ここに読者が読むコマの順番を描く）
でも基本は横の枠線幅４～７㎜、縦の枠線幅２～５㎜くらいだよ。
ちなみに僕は横５㎜、縦２㎜。たぶんこんなもんよ。
◎人物、効果音の下書き

□柔らかめ（２B～HB）の鉛筆orシャーペンで⇒硬いと原稿ぼっこぼこ。

□筆圧注意⇒強いと原稿（略
□線はまとめて⇒太いとペン入れできない

□トレース

⇒「先生！右向きが上手く描けません！」

「練習あるのみさ」

「もうそんな時間ねーんだよ！！」

「大丈夫、そんな時は『トレース』だ」
□アイス食べたり、ジュース飲みながら原稿やるな
⇒未曾有の大災害が発生する可能性があるし、垂れただけでも厄介。

  汗やその他色んな体液にも注意。
◎吹き出しの下書き

□吹き出しはバランスよく⇒吹き出しでかくて人小さいとかダメ。いっそそのコマは吹き出しだけの方がいいかも。楽だし
□余裕があったら自分で吹き出しのなかにマス目を作った方がいい⇒やったことないけどな。
□改行に気をつける⇒半端な所で改　　　　　　　セリフはこう

行しちゃい　　　　→　 　　区切りよく
けないぜ。　　　　　　　　　書こうね。
◎効果音

· プロの漫画を参考にする。（ズキュウウウン、メメタァ、グッパオン等）

· 効果音にトーン貼る気と結構見栄えが違ってくるぜ。
· 字の形や大きさにはこだわるべき。印象がグッと変わるよ。

◎背景

□描くことに意味がある。（描き込みすぎて見づらくなるのも困りものだけど）
⇒数ページに一回ヒキの画面をいれておかないと、状況がわかりにくくなるから。まずはそこで頑張って背景書き込むことからはじめるといいよ。

人物の背景は、まぁぶっちゃけいろんな効果で埋めることはできるからね。とにかく白いコマをなくそうぜ。

□建物描く特はパースに注意。パースはここでは解説しきれないんでわかんなかったら聞いてくださいな。又は参考書を読もう（←推奨）。要は遠近法です。意外と厄介な奴だよ君は！
□効果線は下描き段階では描かなくていい。横に『集中線』『スピード線』とかメモっとこう。

３．ペン入れ
◎…の前に

□まず机の上かたずける⇒邪魔、狭い、インクこぼす、鮮血の結末
□紙は自分が一番描きやすい角度になるようにくるくる回しながら描くのが定石。
⇒無理な体勢で描かないように。
基本は上から下に線が引けるようにね。

人によって引きやすい角度って違うからね。自分が一番線を引きやすい角度を見つけとくのも大事な事だよ。

□順序⇒基本的に[枠線]→[吹き出し]→[人物]→[背景]

　 だいたい手前にあるものからかな。枠線から飛び出ているものがあるならそっから。
□強弱のつけ方
A.某先輩式

丸ペンかなんかで二本線を引いて、中を塗る方法。

綺麗に強弱つきます。めんどくさいけど。

かなり太い線も、筆ペンとかで事故る心配もなく、安定した線が引けます。

B.オオグレ式

強弱をあまり気にせず一通りペン入れしてから、太くしたい所をミリペンなり筆ペンなりなんかペンで肉付けしてあげる方法。
まぁ丸ペンあたりであんまりしつこく肉付けしていくと紙が削れちゃって、なんかぼそぼそしたかっこ悪い線になってしまうことも。

Ｃ、漫画部式

Ｇペンで一発で完璧な強弱をつける。
むずいよ。だがしかしマスターする価値あり。なにより上の二つに比べて圧倒的に早いし。

□手で乾いてないインクをこすらないよう注意！右利きなら左上から描いていくべし。
◎枠線
基本は８ミリで。しかし漫画の内容によりけりかな。

めちゃくちゃ濃い絵だったり、淡々とした物語だったりする人は枠線はもっと細い方がいいかも。

◎キャラ

　つけペンで。線にメリハリをつけよう。太さが均一だと背景に溶けてしまう。だから㍉ペン使うなよ。
◎背景

「均一な線で描くのがよい」というのが定説。でも手前の物は太く描いて遠近感を出そう。
◎吹き出し

これは結構個人差あり。ミリペンでもつけペンでもお好みで。

強弱つけてあげたほうがかっこいいよ。ただ、枠線と同じ太さだと違和感あるかも。深瀬先輩は枠線と同じ０．８でやれって言ってたけど。中のセリフはミリペンで。書きやすいのを選ぶべし。
◎効果音
　何使ってもいいから太く。でも筆ペンで１発描きはやめたほうがいい。意外と細くて迫力に欠ける。
◎効果線

□集中線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ここに実際に集中線を描く）
□スピード線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ここに実際にスピード線を描く）
◎消しゴムかけ（ケシカケ）

ペン入れ終わったら乾いた事を確認してから消しゴムかけをしてあげよう。消しゴム掛けの時原稿の下にゴミが潜んでいないかチェックしようぜ。ぼこってなっちゃうぜ。トーン貼り付けるときも同様。

あとインクの蓋はちゃんと閉めとこう。原稿にぶっかけないようにね。
ペン入れは全て乾いたのを確認してから次の作業へ移ること！　ホワイト面倒だぞ！
　
４．ベタ
慣れてない人は筆ペンで塗る前にミリペンで縁取りしてあげるといいよ。髪の毛の先みたいな細かい所はつけペンで塗っちゃってもいいかも。

ベタで全部塗るはずの所に、ちょっとだけ白い所が残っちゃってたりするのを「塗りが甘い」っていう。発見し次第塗りつぶそう。

ちなみに、今までの話は全部筆ペンが顔料インクっていう前提での話。染料インクだとベタ塗る前に完全に消しゴムかけたりとかしなきゃいけないとか、ちょっと気をつけなきゃいけないことが増えます。でももう書くのが面倒なので、みんな顔料インクの筆ペン買って。

◎白抜き

黒い服とかで、しわとか関節とか、浮き立たせたい所を白く残す事を白抜きという。これが有ると無いとでだいぶ見栄えが変ってくるけど、絵柄によっては全く白抜きしない人もいるね。それはそれでかっこいいよ。基本は黒で影をつけるべきところを、白く残してあげるだけ。学ランの抜き方とかは常に他の漫画を参考にしながら書いたほうがいい。

　　　　　　　　　　　　（ここに実際に白抜きした絵を描く）
　５．トーン

①原稿の表面を綺麗にする。トーンにゴミがつくとめんどくさいぞ。

②裏紙（切り出す前のトーン）を貼りたい場所に重ねて、大きめに切り取る。

③軽く上から擦ったら、カッターで余分な部分を切り出す。原稿ごと切らないように！
④裏紙の切った部分をトーンの上に重ねて、マンガヘラなどでよく擦って定着させる。

　　　　　　　　　　　　（ここでトーンの貼り方を図解する）
　トーンのベタベタが原稿についてしまった場合は

トーンをはがさないように慎重にケシカケをしよう。

６．ホワイト
「薄めて使う」のだ。お気に入りの濃度を作り出せたら錠剤の空き瓶とかに入れとくと便利。
ホワイト薄める時はスポイトとか使ってちょっとづつ慎重にね。

◎修正に使う場合
□筆につけて、修正したいとこに塗る。⇒山にならないよう量に注意！

□細かいところはつけペンで。

◎トーンに使う場合

□トーン上の油分を消しゴムでとろう。ホワイト弾かれるから。

インクと混ざると化学反応してピンクになるからインクが乾いてから行うこと！

　６．その他
□タイトル、作者名、END、をお忘れなく！

　⇒本郷本は他の人と連続して載ってるから始まりと終わりが読者に分かるようにしよう。

　　 １ページ目が表紙じゃなくても隅に小さくタイトルを載せておくこと！
□ノドの近くにセリフや断ち切りは禁止！⇒見にくいからね。

□キャラは個性豊かに！

　⇒僕自身できてないんだが…キャラによって目を描き分けたりしないとキャラが似かよるよ。

　　 それが難しければ髪型や眼鏡で違いを出そう。

□字は綺麗に、誤字脱字に注意！⇒こんなことで作品台無しにしたくないよね。

あとがき。
（ここで部長から一言＆部長のメアド）
